
 

 

第９8期通常総代会の開催について 

2023 年６月 14 日 

 

 

当金庫は、2023 年 6 月 14 日（水）に第 98 期通常総代会を開催いたしました。 

下記の事項を報告ならびに決議しましたのでお知らせいたします。 

記 

１．2022 年度（第 98 期）決算概要 

（1）業容について 

科    目 残    高 前 期 比 

預 金 ・ 積 金 8,063 億円 10 億円増（0.1％増） 

貸 出 金 4,560 億円  106 億円増（2.3％増） 

預金・積金は「インターネット支店開設 5 周年記念定期預金」の発売などにより、6 期連続の増加と

なりました。 

  貸出金はローンセンターによる住宅ローンの推進等により、10 期連続の増加となりました。 

（2）利益等について 

科 目 実 績 前 期 比 

経 常 収 益 10,359 百万円 145 百万円増（ 1.4％増） 

実質業務純益  2,109 百万円 378 百万円増（21.8％増） 

経 常 利 益  1,927 百万円 614 百万円増（46.7％増） 

当 期 純 利 益   1,308 百万円 466 百万円増（55.4％増） 

利 益 剰 余 金 45,111 百万円 1,197 百万円増（ 2.7％増） 

貸出金利回り低下の影響を受け、貸出金利息収入は減少したものの、リスクと収益のバランスをとっ

た有価証券運用により、有価証券利息配当金が増加したほか、「伴走型」営業の実践により役務取引等

収益が増加した結果、経常収益は増加いたしました。また、経費の減少等により実質業務純益も増加い

たしました。 

なお、出資配当率については従来通り 4.00％を維持いたしました。 

（3）不良債権の処理状況について 

不良債権額は、取引先の業況改善によるランクアップ等により 19,171 百万円（前期比 318 百万円減

少）となり、一方で貸出金が増加したため、不良債権比率は 4.19％（前期比 0.17 ポイント低下）とな

りました。 

（4）自己資本比率（国内基準）について 

自己資本比率は 11.67％となり、国内基準の 4.00％を大きく上回っております。 



          

２．2023 年度計画について 

科 目 計 画 

経 常 収 益 10,211 百万円 

実質業務純益  1,787 百万円 

経 常 利 益  1,568 百万円 

当 期 純 利 益   1,121 百万円 

2023 年度においても、お客さまや地域の課題解決に向けた伴走型の支援を実践することにより、地

域金融機関としての役割を果たしていきたいと考えており、預金・積金残高は 8,080 億円（7 期連続の

増加）、貸出金残高は 4,610 億円（11 期連続の増加）を計画しています。 

 

３．役員異動 

（１）新任  

常勤理事 髙  文雄 

〃   石丸 富朗 

   常勤監事 笠原 英樹 

（２）退任 

常務理事 玉理 博光 

常勤監事 三木 一志 

 

４．最近のトピックス 

  2023 年 6 月 5 日に仁方支店を新築建替え（移転）オープンしました。 

新店舗は、お客さまとの信頼関係をさらに深め、地域の持続的な発展に貢献する新たなコミュニティ

ースペースを構築し、親しみの感じられる店舗を目指すとともに、店舗の一部に環境配慮型内装材を取

り入れることで、環境負荷を軽減したサスティナブルな店舗としております。 

今後も、地域の皆さま方へのより良い金融サービスの提供に努め、地域に長く愛される店舗を目指し

てまいります。 

 

 


